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各地域での稚樹数予測モデルの構築"

常緑広葉樹 

　稚樹数（本/100m2）= exp[0.18816(切片)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　è
-0.00193!広葉樹林からの距離(m)**　　　　　　　　　　　　　　　　　
+1.29543 !樹種(スギ0，ヒノキ1)***　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

-0.00523!標高(m)***　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

+0.00074!年間降水量(mm)**　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

+0.02387 !傾斜(°)*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
+0.07470 !DIF(%)**　　　 　　　　　　　　　　　　　
-0.02485 ! 林齢(年)ns 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
+0.05149 !間伐後経過年数(年)ns] 

落葉広葉樹 

　稚樹数（本/100m2） = exp[-1.29449(切片)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
-0.00243!広葉樹林からの距離(m)***　　　　　　　　　　　　　　　　　
+0.98240!樹種(スギ0，ヒノキ1)***　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

+0.00232!標高(m)***　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

-0.00077!年間降水量(mm)**　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

+0.48215!aspslpns 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
+0.07774!DIF(%)**　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
+ 0.04761!林齢(年)** 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

-0.10287!間伐後経過年数(年)**] 

隣接広葉樹林からの距離，標高， 

年間降水量，傾斜，aspslp，DIF， 

林齢，樹種，過去の土地利用， 
微地形，間伐後経過年数 

施業履歴が明かな                 
176地点のデータ使用 

高木性広葉樹稚樹数 

（H≧10cm） 

常緑樹 

落葉樹 

glmmML(y ~ x1 + ..., cluster=plot,family=poisson)  

従属変数 
説明変数 

TWINSPAN 
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AICmé,ìíîï"

Nagelkerke%R2=0.54" Nagelkerke%R2=0.33 
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H>10cm, >ôôôèp<0.001,** p<0.01,* p<0.05" ©õBö÷5ÝqÛ/\;<=7"
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広葉樹の本数階別林分割合"
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トドマツ林 カラマツ林 
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広葉樹が混交しない林の割合は、カラマツ林で[％、"
トドマツ林で\\％であった。トドマツ林ではカラ
マツ林に比べ、混交林への誘導は難しいと予想さ
れる。  

広葉樹なし 
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広葉樹の樹種別出現率"
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カラ・トドで出現率に差はあるが、順位は一致。"
天然林の主要構成樹種の出現率が高い。"
北海道では、種組成としては天然林へ近い林へ誘導可能。 
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抜き伐り後の広葉樹の侵入・成長 

間伐前è�¹VVX�" 間伐直後è�¹VVº»º�" Y成長期経過後 �¹VVº»YV�"

¹成長期経過後 �¹VV¼»YV�" \成長期経過後 �¹VV[»YV�"

½õBö÷5ÝqÛ/\;<=7"

本数率º¹¾（材積率XY¾）"



光条件（相対散乱光強度）の変化 

間伐前è�¹VVX�" 間伐直後è�¹VVº»º�" Y成長期経過後 �¹VVº»YV�"

¹成長期経過後 �¹VV¼»YV�"

地上高Y»¹e 

間伐前平均¹»¼¾è　
間伐直後平均
¹º»¼¾に上昇． 

\成長期経過後 �¹VV[»YV�"
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,¹º>¥RS!
前生稚樹不在"

カナクギノキ クマノミズキ 

谷底や斜面部に分布 

間伐後，急激に増加． 

多くは、埋土種子起源"

½õBö÷5ÝqÛ/\;<=7"



タブノキ 

鳥散布　常緑樹 

前生稚樹存在 

½õBö÷5ÝqÛ/\;<=7"

全域に分布 

抜き伐り後，徐々に増加． 

散布種子によっても侵入 



重力（貯食）散布　常緑樹 

前生稚樹存在"

アラカシ シイ 

尾根部，上部斜面に偏って
分布 

½õBö÷5ÝqÛ/\;<=7"

抜き伐り後，徐々に増加． 

散布種子によっても侵入 



常緑性実生・稚樹の間伐後の成長と生
残"

樹種ごと、サイズごとに成長量に差異"
大きい稚樹ほど、樹高成長・生存率が大きい傾向"
小さい個体でも多くの個体が成長傾向 
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